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鼠ヶ関港

1. 概況

　本港は山形県の南西端に位置し、弁天島、ミカノ島、ヨコ
アヂ島等、大小の小島に囲まれた天然の良港であるため、江
戸時代より避難港として利用されていた。大正11年内務省指
定港湾、昭和22年には運輸省指定港湾、また同年に避難港
に指定された。
　昭和22年から同37年にかけて、港内の静穏度を高め、避
難船舶の安全な停泊を目的として東西防波堤の築造及び港内
の浚渫が行われ、500トン級船舶が停泊できるようになった。
更に、1,000トン級船舶の避難泊地の整備を図るため、昭和
52年度より現防波堤の沖に防波堤（西）を建設し、平成30年
に全長677mの防波堤が完成した。
　また、昭和50年よりマリーナの整備に着手し、同57年に
一部供用を開始し、その後も整備が進められ、現在はほぼ概

成しており、隣接して人工海浜（マリンパーク鼠ケ関）が平
成9年にオープンしている。
　平成18年にはみなとオアシスにも認定され、総合的な海洋
性レクリエーション基地として、個性豊かな魅力ある港づく
りと、地域の活性化を図るべく整備を進めている。
　平成28年3月にはマリーナに固定式上下架装置が設置さ
れ、さらなる利便性の向上を図っている。
　昭和22年10月	 避難港指定
　昭和37年度	 東防波堤完成、避難港として完成
　昭和40年度	 弁天島物揚場着工
　昭和47年度	 弁天島物揚場完成
　昭和50年度	 マリーナ着工
　昭和52年度	 避難港として再着工
　昭和56年度	 マリーナ第一期工事完成
　平成2年度	 マリーナ第二期工事完成
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